
　
需
要
の
減
少
が
続
く
石
油
製
品
。
今
後
も
ガ
ス
や
電
気
へ
の
燃
料
転
換
や

エ
コ
カ
ー
の
普
及
な
ど
で
漸
減
が
避
け
ら
れ
そ
う
に
な
い
。
そ
う
し
た
中
で

も
、
石
油
元
売
り
大
手
は
新
規
事
業
や
給
油
所
の
刷
新
、
異
業
種
と
の
連
携

な
ど
新
た
な
取
り
組
み
で
未
来
を
切
り
開
こ
う
と
し
て
い
る
。
だ
が
、
需
要

が
減
少
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
石
油
資
源
の
確
保
に
安
穏
と
し
て
は
い
ら
れ

な
い
。
新
興
国
の
台
頭
な
ど
で
資
源
の
争
奪
戦
は
激
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

天
然
ガ
ス
も
含
め
た
権
益
獲
得
や
資
源
開
発
へ
の
動
き
は
今
ま
で
以
上
に
重

要
と
な
っ
て
い
る
。

元
売
り
各
社
新
た
な
試
み

エネルギーの効率使用提案新規事業や異業種連携も

世
界
で
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
握
る

石
油
開
発

石
油
資
源
開
発
と
三
菱
商
事
が
参
画
す
る
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
・
カ
ン
ゲ
ア
ン
鉱
区
の
ガ
ス
田

ＪＸ日鉱日石エネルギーが
スマートハウスの実証実験を
始めた横浜市磯子区の社宅

存在感高める石油業界
（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 ６月２９日 金曜日 　　

東
燃
ゼ
ネ
ラ
ル
グ
ル
ー
プ
の

給
油
所
と
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ

ン
の
複
合
店

イ
ク
シ
ス
Ｌ
Ｎ
Ｇ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
ガ
ス
液
化
プ
ラ
ン
ト

完
成
予
想
図

国
際
石
油
開

発
帝
石
提
供

ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス

　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
企

業
」
を
標
榜
す
る
Ｊ
Ｘ
日
鉱

日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
石
油

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
液
化
天
然

ガ
ス

Ｌ
Ｎ
Ｇ

、
石
炭
な

ど
の
資
源
や
発
電
事
業
、
燃

料
電
池
、
蓄
熱
材
料
な
ど
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
幅
広
い

事
業
を
持
つ
。
そ
う
し
た

中
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
的

に
使
用
す
る
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ

ス
の
取
り
組
み
も
始
め
た
。

　
既
設
の
集
合
住
宅
を
大
規

模
改
修
す
る
「
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
」
に
、
家
庭
用
燃
料
電

池
「
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
」
な
ど

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を
採

用
し
、
省
エ
ネ
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
自
給
自
足
を
同
時
に
達

成
し
よ
う
と
い
う
試
み
だ
。

そ
の
実
証
実
験
の
場
と
し

て
、
横
浜
市
磯
子
区
の
社
宅

を
改
築
。
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
に

加
え
、
太
陽
電
池
、
蓄
電

池
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
給
湯

機
を
導
入
し
、
電
力
の
８
割

を
自
前
で
賄
う
ほ
か
、
東
芝

と
連
携
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
管

理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。
各
戸

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
状
況
を

最
適
化
し
、
電
気
と
給
湯
に

伴
う
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ

２

排
出
量
の

％
削
減
を

目
指
す
。

Ｅ
Ｖ
充
電
も
活
用

　
同
じ
よ
う
な
取
り
組
み
を

給
油
所
で
積
極
化
し
て
い
る

の
が
昭
和
シ
ェ
ル
石
油
。
子

会
社
が
製
造
す
る
Ｃ
Ｉ
Ｓ

銅
・
イ
ン
ジ
ウ
ム
・
セ
レ

ン

薄
膜
太
陽
電
池
と
蓄
電

池
、
さ
ら
に
は
電
気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

搭
載
バ
ッ
テ
リ
ー

か
ら
の
給
電
を
組
み
合
わ
せ

た
「
自
立
分
散
型
シ
ス
テ

ム
」
を
神
奈
川
県
内
の
給
油

所
に
導
入
し
た
。
太
陽
光
発

電
設
備
と
蓄
電
池
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り

最
適
管
理
。
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

を
削
減
す
る
と
同
時
に
、
電

力
会
社
か
ら
の
電
力
使
用
量

を
最
小
限
に
抑
制
。
ま
た
、

太
陽
光
で
発
電
し
た
電
力
で

Ｅ
Ｖ
に
充
電
し
、
災
害
発
生

時
に
Ｅ
Ｖ
を
電
源
と
し
て
病

院
や
避
難
所
な
ど
に
派
遣
す

る
事
業
モ
デ
ル
の
実
証
実
験

も
行
う
。

　
コ
ス
モ
石
油
も
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

東
京
都

千
代
田
区

と
共
同
で
、
太

陽
電
池
と
蓄
電
池
を
活
用
し

た
Ｅ
Ｖ
用
充
電
サ
ー
ビ
ス
の

実
証
実
験
を
行
う
。
横
浜
市

瀬
谷
区
の
給
油
所
に
Ｊ
Ｆ
Ｅ

エ
ン
ジ
の
蓄
電
池
搭
載
型
急

速
充
電
器
と
太
陽
電
池
を
設

置
。
蓄
電
池
に
安
い
夜
間
電

力
や
太
陽
光
で
発
電
し
た
電

力
を
蓄
え
、
昼
の
ピ
ー
ク
時

の
電
源
と
し
て
利
用
す
る
ほ

か
、
停
電
時
に
は
軽
量
機
な

ど
に
給
電
し
、
給
油
機
能
を

維
持
す
る
。

給
油
所
に
新
業
態

　
一
方
、
給
油
所
を
他
業
態

と
の
複
合
店
と
す
る
こ
と
な

ど
で
魅
力
を
高
め
よ
う
と
い

う
の
が
、
出
光
興
産
と
東
燃

ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
。
出
光
は
カ

ー
用
品
大
手
の
イ
エ
ロ
ー
ハ

ッ
ト
と
資
本
業
務
提
携
。
３

年
で
５
０
０
店
の
複
合
店
を

展
開
す
る
。
両
社
で
カ
ー
用

品
の
仕
入
れ
と
物
流
を
一
本

化
。
新
た
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
商

品
の
共
同
開
発
や
両
社
の
会

員
特
典
の
相
互
乗
り
入
れ
な

ど
も
進
め
る
。
ま
た
、
地
方

の
商
店
街
や
有
力
店
と
連
携

し
、
給
油
所
内
に
広
告
を
掲

示
し
た
り
、
ク
ー
ポ
ン
券
を

提
供
し
た
り
す
る
地
元
密
着

サ
ー
ビ
ス
も
今
夏
か
ら
本
格

展
開
す
る
。

　
東
燃
ゼ
ネ
ラ
ル
は
セ
ブ
ン

―
イ
レ
ブ
ン
や
ド
ト
ー
ル
コ

ー
ヒ
ー
と
の
複
合
店
を
展
開

中
。
特
に
セ
ブ
ン
―
イ
レ
ブ

ン
と
は
、
小
型
複
合
店
を
中

心
に
今
後
３
年
間
で
１
０
０

店
以
上
の
新
規
出
店
を
計
画

す
る
。
セ
ブ
ン
―
イ
レ
ブ
ン

の
電
子
マ
ネ
ー
「
ナ
ナ
コ
」

と
の
相
乗
り
も
進
め
る
予
定

だ
。
さ
ら
に
、
日
本
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
と
は
「
ド
ラ
イ
ブ
ス

ル
ー
」
店
舗
と
相
互
の
ク
ー

ポ
ン
券
や
割
引
券
を
提
供
し

合
う
共
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
。
小
売
り
・
サ
ー
ビ
ス

業
界
と
の
連
携
を
積
極
化
し

て
い
る
。

イ
ラ
ク
鉱
区
取
得

　
５
月
下
旬
、
国
際
石
油
開

発
帝
石
が
ロ
シ
ア
の
石
油
会

社
と
共
同
で
イ
ラ
ク
の
油
田

開
発
鉱
区
を
落
札
し
た
。
近

隣
に
は
ル
メ
イ
ラ
油
田
や
ウ

ェ
ス
ト
・
ク
ル
ナ
油
田
な
ど

世
界
有
数
の
油
田
が
あ
る
有

望
鉱
区
。
国
際
帝
石
は

％

の
権
益
を
保
有
し
、
ロ
シ
ア

企
業
と
今
後
５
年
間
に
総
額

１
億
４
０
０
０
万

約
１

１
１
億
円

を
投
じ
、
地
下

構
造
な
ど
の
デ
ー
タ
収
集
や

試
掘
井
の
掘
削
な
ど
を
行

う
。
日
本
企
業
に
よ
る
イ
ラ

ク
で
の
石
油
鉱
区
取
得
は
、

石
油
資
源
開
発
の
ガ
ラ
フ
油

田
に
次
い
で
２
件
目
だ
。

　
イ
ラ
ク
戦
争
終
結
後
、
中

国
や
韓
国
勢
に
比
べ
出
遅
れ

て
い
る
と
指
摘
さ
れ
る
日
本

企
業
に
よ
る
進
出
も
、
い
よ

い
よ
本
格
化
し
そ
う
。
イ
ラ

ク
の
原
油
埋
蔵
量
は
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
や
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、

カ
ナ
ダ
な
ど
に
次
ぐ
世
界
５

位
で
、
「
陸
地
の
油
田
開
発

で
は
最
も
有
望
」

石
油
資

源
開
発
関
係
者

と
高
く
評

価
さ
れ
る
。
懸
念
さ
れ
る
治

安
の
問
題
も
「
ま
っ
た
く
問

題
な
い
」
と
い
う
。

　
そ
の
国
際
帝
石
は
新
た
な

中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
発
表

し
、
２
０
２
０
年
代
前
半
に

生
産
量
を
現
在
の
日
量

万

強
か
ら
１
０
０
万

に
引

き
上
げ
る
目
標
を
設
定
。
探

鉱
費
用
を
今
後
５
年
で
３
０

０
０
億
円
、
６
年
後
か
ら
の

年
間
で
１
兆
円
超
を
投
じ

る
と
い
う
壮
大
な
計
画
を
披

露
し
た
。
起
爆
剤
と
な
る
の

が

年
末
に
生
産
を
開
始
す

る
豪
州
の
イ
ク
シ
ス
Ｌ
Ｎ
Ｇ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
フ
ル
生
産

に
移
行
す
る

年
以
降
、
生

産
量
が

％
増
え
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
も
潤
沢
に
な

り
、
外
部
借
り
入
れ
の
信
用

力
も
高
ま
る
た
め
だ
。
こ
れ

に
よ
り
、
「

年
代
に
は
Ｌ

Ｎ
Ｇ
に
強
い
準
メ
ジ
ャ
ー
と

し
て
国
際
的
に
認
知
さ
れ

る
」

北
村
俊
昭
国
際
帝
石

社
長

と
意
気
込
む
。

さ
ら
な
る
成
長
へ

　
石
油
資
源
開
発
も

％
の

権
益
を
持
つ
イ
ラ
ク
の
ガ
ラ

フ
油
田
に
加
え
、
カ
ナ
ダ
の

オ
イ
ル
サ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
は
三
菱
商
事
と
カ
ン

ゲ
ア
ン
鉱
区
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
展
開
。
海
外
３
大
案
件

で
、
さ
ら
な
る
成
長
を
目
指

す
。
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
開
発
は

東
南
ア
ジ
ア
や
豪
州
を
中
心

に
広
く
事
業
を
展
開
。
最
近

で
は
、

％
の
権
益
を
持
つ

米
国
メ
キ
シ
コ
湾
鉱
区
の
深

さ
約
８
８
０
０

の
深
部

で
、
天
然
ガ
ス
の
産
出
を
確

認
し
て
い
る
。

　
石
油
元
売
り
な
ど
も
同
様

に
世
界
で
権
益
確
保
に
動

く
。

　
出
光
興
産
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー

領
や
英
国
領
の
北
海
を
中
心

に
探
鉱
を
拡
大
中
。
今
年
も

１
月
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
領
大
陸

棚
で
４
鉱
区
の
権
益
を
入
札

で
獲
得
し
た
。
コ
ス
モ
石
油

は
今
年
度
の
開
発
投
資
を
前

年
の
６
・
７
倍
に
増
や
し
、

主
に
中
東
で
の
油
田
開
発
を

強
化
。
カ
タ
ー
ル
の
新
油
田

で
は
順
調
に
増
産
中
。
ア
ラ

ブ
首
長
国
連
邦
の
ア
ブ
ダ
ビ

で
も
既
存
の
３
油
田
に
加

え
、
新
た
な
油
田
で
も

年

に
生
産
を
始
め
る
予
定
だ
。

　
Ａ
Ｏ
Ｃ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
領
北
海

や
エ
ジ
プ
ト
の
ス
エ
ズ
湾
で

開
発
を
進
め
て
い
る
。


